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尿 石 症 の 臨 床 的 観 察
一最 近8年 間の教 室 の症 例 につ いて一
岡山大学医学部泌尿器科教室(主任=大村 順一教授)
助 手 山 田 茂
 CLINICAL OBSERVATIONS ON  UROLITHIASIS  : A REPORT OF 
 CASES IN THE DEPARTMENT OF UROLOGY, OKAYAMA UNI-
 VERSITY MEDICAL SCHOOL IN THE RECENT EIGHT YEARS 
                           Shigeru  YAMADA 
         From the Department of Urology, Okayama University Medical School 
                          (Director : Prof. J. Oomura) 
   During the eight years from 1955 to 1962, there were seen  1,  164 cases of urolithiasis 
among 12,648 cases of total out-patients in our urological clinic. 
   The ratio of these patients to the total patients was 9.27 per cent, and the patients 
with calculus in upper urinary tracts were on the increase, but these with calculus in 
lower urinary tracts were not so. 
   The following tables showseveral and statistical observations regarding the location 
and multilocation of calculi, sex, age, occupations, family history, previous history, recur-
rence, chief complaints, urinary pH, chemical analysis, complications and therapy on uroli-
thiasis.
1緒 言
瀬 戸内海沿岸は昭和30年の稲 田1)の全 国的調
査に よる報告 に も見 られる如 く,尿 石症患者 の
殊に多い地方 である.此 事 は既 に高橋2)も第二
次大戦中に指摘 していたところであるが,こ の
稲 田3)の統計 に よると,日 本全体 としての尿石
症患者 の泌尿器科外来患者 に対す る比率 は3.84
%に 当 り,最 も頻発す る地域は,地 方別 に見 る
と四国7.54%,中国6.01%,九州4.08%であ り
瀬戸 内海 を囲 む地 域 に多 く,次 いで中部3.68
%,関 東2.99%,東北2.98%,最も低 いのは北
海道 の2.Oi%となつ てお り北に少な く南 に多 い
結果がみ られ る.何 故 に瀬戸 内海沿岸 に尿石症
患者が多 いか と云 うことは難 しい問 題 で あ る
が,先 に教室 の鳥越4)の瀬戸内地区におけ る膀
胱結石 に関す る扱告等 を勘案 して,辞 々の症 例
を眺 めてみ ようと思 う.そ こで,こ うした研究
の第一歩 として,岡 大泌尿器科教室 における昭
和30年より昭和37年まで の8年 間 の尿石症患者
ユ,164名につ いて 統計的観察 を行 つたのでその
概要 を報告 し,若干 の考察 を述べた い 尚1,164
名の尿石症患者 は確実な診断 を得 た も の の み
で,上 部尿石症 の疑い濃厚で も確実 な診断の得
られ ない ものは別に表2に 示 めす如 く 「疑」の
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計 3.71 2.9:1 3.1=1 9.2:1 4:i 3.6:1442/223665
表3調 査機関別尿石症発生頻度
調 査 機 関 調 査 期 間 舞轟 轟 裂 尿石鵬 緻 対外縄 者比
北 大 大 正14～昭33(34年間) 26,618 459 1.73
千 葉 大 昭10～ 昭29(20年間) 20,396 440 2.16
東 大 昭21～ 昭30(10年間) 34,043 1,039 3.05
横 浜 大 昭24～ 昭34(11年間) 18,026 561 322
名 大 昭24～ 昭33(10年間) 15,857 987 6.17
京 大 昭25～ 昭34(lO年間) 19,222 1,826 9.48
神 戸 大 昭26～ 昭35(10年間) 10,039 833 8.30
徳 島 大 昭24～ 昭29(6年 間) 2,887 194 6.72
広 島 市 民 病 院 昭29～ 昭34(5年 間) 2,985 253 8.44
九 大 大正13～昭23(25年間) 23,768 1,315 5.53
全 国 統 計
(昭和30年・稲田) 昭10～ 昭29(20年間) 452,772 17,376 3.84
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得 な い と思 う。
IH上 下 比
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表2に 示め す 如 く上 部 尿 石症 と下 部 尿 石 症 との割 合
は 昭 和30年の1.6:1に始 ま り昭和31年2.2:1,昭和32
年4.4:1,昭和33年5.7:1と次 第 に そ の 差 が 開 き,昭
和34年は2,8:1と差 が や や 縮 少 しては い るが,昭 和35
年 よ り又 開 き昭 和36年に は6,3:1,昭和37年に は4.5
'1とな っ て い る.こ れ は前 述 した 最 近 の上 部尿 石 症
の 著 しい増 加 傾 向 と,下 部 尿石 症 の 横 這 い 乃 至減 少 傾
向 と一 致 す る結 果 で あ る.こ れ を 他 の 大 学 と比較 す る
と,京 大11)12)では 昭 和20年よ り数 年 間 の 上 下比 は0.4
・-1.0であつ た が 昭 和24年頃 よ り差 が 開 き始 め,昭 和
31年に は4.O,昭和32年4.4,昭和33年には6.6:1に達
してい る,北 大10)でも昭 和26年1.8,昭和27年1.3,昭
和28年3.5,昭和29年0.7,昭和30年2.5,昭和31年4.4,
昭 和32年6.4と多 少 の 動揺 は あ るが 差 が 開 く傾 向を 示
め し,東 大8),九大13)等の統 計 に も同様 の 結 果が 見 ら
れ る.何 故 に 斯 る現 象 が 起 って い るか は,最 近 の食 糧
事 情 に よ る生 活 様 式 の 変 化,世 間 の 疾患 に 対 す る知 識
の 向上,上 部 尿 石 症 に 対す る診 断 の 進 歩等,そ の他 関
連 ず け られ る様 々な 問 題 もあ るが,い ず れ も断定 を 下

















































な く,いずれ も腎結石,尿 管石共に多少左側が多い結
果を報告している.又稲田11,は腎結石421例について
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調 査 し,右 側44.6%,左側44.1%と言 う結果 を報 告
し,叉 尿 管 石 につ い て は 右40.2%,左56,8%と報 告 し
て い る.両 側 腎結 石 及 び 両側 尿管 結 石 に つ い て は 稲
田11)は11.2%(2.9%)と,三又Higginsi6)は14,9%





尿 管 石499例39.7%,膀胱 石255例20.2%,尿道 石15例
1.2%であ る.富 川17)は昭和23年よ り昭 和30年の尿 石
症 患 者218名につ いて 調 査 し,腎 石24,4%,尿管 石37.9
%,膀 胱 石32.3%,尿道 石3.6%の結 果 を 報告 してい





VI性 別 頻 度
表1の 如 く尿 石 症 患 者実 数1,164名中,男 子908名,
女 子256名で比 は3.6=1であ る.太 田13)は5.5:1,赤
坂37)6.0:ユ,高橋2)は7,5:1,稲田3)の全 国統計 では
5.6:ユと報 告,最 近 で は 斎 藤10》の3.9:1,百 瀬18)の
4.4:1,藤井20)の3,5:1等の報 告 が あ る.
次 に 男女 比 を結 石 存 在 部 位 別 に 見 る と,上 部 尿石症
で は987例中,男 子740例,女 子247例で3.0=1(腎石
2.9=1,尿管 石3.1=1)であ つ た.下 部尿 石症 では270






































































尿 道 石4.0:1)であ る.戦 前 に高 橋7)及び 楠7)は腎 石
3.3:1,尿管 石8.4:1,膀胱 石11.9:1と報 告,最 近
で は 百 瀬8)は腎石2.O=1,尿管 石5.6:1,膀胱 石6.6:
1と報 告 してい る.
次 に年 度 別 に見 る と,表2の 如 く,全 尿 石 症 の 男女
比 は 昭 和30年の3.7:IVc始ま り,昭 和34年,35年の4.7
:1と多 少 差 が 開い た がll召和36年に は3 .1:1,昭不il37
年 には2.4:1になつ て い る.最 近 は 次第 に男 女 比 が接
近 して来 る傾 向が 見 られ る,腎 石 に お い ては,昭 和30
年 の4,5=1が次第 に接 近 し,昭 和37年に は2,3=1とな
つ て い る.尿 管 石 で も最 近接 近 傾 向が 強 く,昭 和32年
の5.1:1より,昭 和37年に1.7=1にな つ て い る.下 部
尿 石症 で も多 少 同様 の傾 向 が 見 られ る.何 故 に最 近 男
女 比 の接 近 を 見 るか につ い て は,木 研 究 に お い ては,
明 らか にす る こ とは 出来 な いが,叙 上 の 男女 薙 の縮 少
と言 う事 実 は 注 目に価 す る事 柄 で あ る.









表5に 示 めす 如 く,9才 迄 は5名,10才 代44名,20
才代285名,30才代267名,40才代195名,50才代176
名,60才代121名,70才以 上71名で あ つ て,こ れ を 図
3に示めす と,20,30才代 の 青 壮年 者 が47.5%と半 数
近 くを 占めて い る.そ の 後 は年 齢 と共 に 高 齢 に 移 る に
323








































例数 2 8 26 28 26 49 54 62 255
膀胱石
% 0.8 3.i 1Q,2 11.0 10.2 19.2 21.2 24.3
例数 1 1 1 3 3 6 15
尿道石







































































































調 査 例 数
腹 部
骨 盤 骨 部


































































































































































































































































































































































































































































































…・顧… 一 下 部 尿石
!＼.
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表14,15は尿 石244例 につ い ての 化 学 成 分 の 分析 結
果 で,Domanki,sD及びHigginsとMendenhai132}






は り燐酸塩 と蔭酸塩 との混合石が81例中28例34.6%に


































尿 ・蔭 ・燐 ・炭
計












































































































































































上 部 尿 石 下 部 尿 石 計
例 数 % 例 数 % 例 数 %
蔭 酸 塩 含 有
燐 酸 塩 含 有
炭 酸 塩 含 有

























調 査 結 石 実 数 163 一
1
81 一 244 }


























尿 路 結 核
性 器 結 核
遊走腎及び腎下垂
重 複 腎 孟 尿 管




腎 回 転 異 常





尿 道 下 裂
前 立 腺 大 症
腫 前 立 腺 癌
膀 胱 腫 瘍i
i腎 腫 瘍












嚢 胞 性 膀 胱 炎
慢 性 前 立 腺 炎
慢 性 尿 道 炎
5慢性 副 睾 丸 炎
陰 嚢 水 瘤
精 索 水 瘤
尿 道 狭 窄
膀 胱 膣 痩
膀 胱 直 腸 痕
i膀胱括約筋硬化症
E














































































































尿 道 憩 室
高 血 圧
鼠 径 ヘ ル ニ ヤ
肺 結 核











































































































尿 管 切 石 術
腎 別 出 術
尿 管 別 出 術
尿 管 形 成 吻 合 術
経 尿 道 摘 出 術















































尿 道 摘 出






















尿器科外来 を訪 れた尿石症 患者1,164名の統計
的観察 を行 い,次 の如 き項 目に分け記載,若 干
の考察 を加 えた.
1)発生頻度;8年 間の外来 患者 総数12,648
名 の9.7%に当 る,
2)上下比:上 部尿石 の著 しい増 加 より,最
近上下比 が次第に開 く傾 向があ る.
3)上部尿石症 の患側:腎 石488例では両側
の もの13.5%,尿管石については499例のL8%







が24.5%と最 も多 く,最 も少ないのは9才 迄 で
の0.4%である.腎 石 は30才代,尿 管石 は20才
代,膀 胱 石は70才以上が最 も多い.
7)尿管石 の位置的 分布=骨 盤腔部52.0%,
腹部36.2%,骨盤骨部11.8%であつた.
8)職業別発生 頻度:俸 給生 活者 に 最 も 多
い.
9)尿石症 の家 族歴:0.4%に 見 るのみで余
り問題 にな らない
10)尿石症 の既 往歴 と再 発:既 往歴を有す る
ものは10.1%に,再発は8.9%に認 め られた.
11)尿石症 の主 訴:腎 石 では鈍 痛,尿 管石で
は痛痛,膀 胱 石は頻尿,尿 道石 では排尿痛を訴
え るものが最 も多 い.
12)発病 よ り来院 までの期間:腎 結石 におい
て発見が遅れ勝 ちに時 になる点注意 を要す る.
13)尿石症 来院時月別 頻 度:7,8月 に 多
い
/4)尿石症 のpH=来 院時検尿 よりのpHで
5.4～6.2までの間が最 も多 く,次 いで7.0前後
に多 い結果 を得た.
15)尿石症 の化学分析:上 部尿石 では蔭酸塩
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